
【
要
旨
】

宋
代
の
文
人
の
閑
居
に
お
け
る
儒
家
的
な
修
養
の
意
識
の
表
れ
に
つ
い
て
、
北
宋
中
期

に
孔
子
の
子
孫
で
あ
る
孔
宗
翰
が
顔
回
の
旧
居
に
設
け
た
顔
樂
亭
に
寄
せ
ら
れ
た
、
司
馬

光
・
蘇
軾
・
程
顥
ら
の
詩
文
に
お
い
て
展
開
さ
れ
る
、
顔
回
の
清
貧
生
活
に
お
け
る
楽
し

み
を
め
ぐ
る
思
考
を
中
心
に
検
討
す
る
。

六
朝
期
か
ら
北
宋
初
期
ま
で
の
詩
文
に
お
い
て
、
顔
回
の
陋
巷
で
の
生
活
は
有
徳
の
隠

逸
者
の
清
貧
生
活
と
し
て
理
想
化
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
顔
樂
亭
に
寄
せ
ら
れ
た
詩
文
で
も

顔
回
に
対
す
る
従
来
の
高
い
評
価
が
継
承
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
司
馬
光
の
「
顔
樂
亭

頌
」
及
び
序
は
、
顔
回
の
清
貧
生
活
を
分
限
に
甘
ん
じ
る
も
の
と
し
て
評
価
す
る
が
、
司

馬
光
は
ま
た
彼
自
身
の
閑
居
の
場
に
寄
せ
た
「
獨
樂
園
記
」
で
も
同
様
の
考
え
方
を
述
べ

て
お
り
、
天
与
の
分
限
を
守
る
質
素
な
閑
居
が
彼
自
身
の
理
想
で
も
あ
っ
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
一
方
、
蘇
軾
「
孔
周
翰
顔
樂
亭
」
詩
は
、
む
し
ろ
『
荘
子
』
的
な
発
想
に
拠
っ

て
顔
回
の
人
と
な
り
の
と
ら
え
ど
こ
ろ
の
無
さ
を
表
現
し
、
儒
家
の
論
理
に
固
執
し
な
い

よ
り
自
由
な
立
場
を
志
向
す
る
。
ま
た
程
顥
「
顔
樂
亭
銘
」
は
、
孔
子
―
顔
回
の
間
の
正

統
な
学
問
の
継
承
を
言
祝
ぐ
が
、
顔
回
の
清
貧
生
活
が
何
を
楽
し
み
と
し
て
い
る
の
か
と

い
う
点
に
は
触
れ
て
い
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
む
し
ろ
弟
の
程
頤
が
多
く
言
及
し

て
お
り
、
程
頤
は
そ
れ
ら
に
お
い
て
、
顔
回
の
楽
し
み
の
対
象
を
道
そ
の
も
の
で
あ
る
と

し
、
さ
ら
に
そ
の
楽
し
み
を
貧
富
等
の
状
況
に
よ
っ
て
も
惑
わ
さ
れ
な
い
こ
と
を
孔
子
は

称
賛
し
た
の
だ
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
程
頤
に
は
胡

�門
下
で
の
議
論
を
伝
え
る
「
顔
子

所
好
何
學
論
」
等
も
残
さ
れ
て
お
り
、
当
時
に
お
け
る
顔
回
の
人
と
な
り
と
学
問
の
あ
り

方
へ
の
関
心
の
高
ま
り
の
広
が
り
を
示
し
て
い
る
。
孔
宗
翰
に
よ
る
顔
回
の
旧
居
で
の
亭

の
造
営
と
「
顔
樂
」
と
い
う
名
付
け
、
さ
ら
に
顔
回
の
楽
し
み
に
つ
い
て
の
検
討
は
、
こ

の
よ
う
な
儒
教
的
思
考
の
活
発
化
と
柔
軟
化
を
背
景
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
歐
陽
脩
「
顔
跖
」
詩
・
『
集
古
録
跋
尾
』
中
に
も
顔
回
の
人
と
な
り
に
対
し

て
の
言
及
が
あ
り
、
ま
た
北
宋
中
期
か
ら
南
宋
期
に
か
け
て
の
黄
庭
堅
・
王
十
朋
・
陸
游

ら
も
、
い
く
つ
か
の
作
品
の
な
か
で
顔
回
の
閑
居
の
楽
し
み
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
こ

と
か
ら
は
、
こ
の
テ
ー
マ
へ
の
関
心
が
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
様
子
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
特
に
王
十
朋
「
至
樂
齋
賦
」
引
は
、
歐
陽
脩
の
詩
句
で
読
書
の
楽
し
み
を
指
す
「
至

樂
」
を
、
顔
回
が
清
貧
生
活
の
な
か
で
感
じ
る
楽
し
み
を
指
す
も
の
と
し
て
使
用
し
て
お

り
、
そ
こ
に
は
顔
回
の
樂
を
め
ぐ
る
北
宋
期
の
思
考
の
影
響
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

は
じ
め
に

北
宋
中
期
の
知
識
人
た
ち
の
閑
居
の
場
と
な
る
亭
や
庭
園
に
は
、
し
ば
し
ば
「
樂
」

の
字
を
含
む
名
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
名
の
う
ち
、
も
と
も
と
は
為
政
官

や
地
方
官
が
そ
の
任
地
に
お
い
て
人
民
と
共
有
す
る
楽
し
み
を
表
す
「
衆
樂
」
と
い

う
名
を
与
え
ら
れ
た
亭
が
、
次
第
に
個
人
的
で
精
神
的
な
も
の
を
希
求
す
る
場
に
変

化
し
て
い
く
状
況
に
つ
い
て
は
、

既
に
検
討
し
た

（

1）。
そ
の
よ
う
な
「
樂
」
の
字

を
含
む
名
付
け
の
ひ
と
つ
に
、
孔
子
（
前
五
五
一
―
前
四
七
九
）
の
高
弟
で
あ
る
顔

回
（
前
五
二
一
―
前
四
九
〇
）
の
楽
し
み
を
指
す
「
顔
樂
」
が
あ
る
。
こ
の
語
の
用

例
は
『
文
選
』
や
『
全
唐
詩
』
に
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
宋
代
の

閑
居
に
特
有
の
感
覚
や
志
向
を
表
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

人文論叢（三重大学）第33号 2016

顔
樂
亭
か
ら
の
眺
め

―
北
宋
中
期
に
お
け
る
閑
居
の
一
側
面
に
つ
い
て
―

湯
浅
陽
子

一一



そ
こ
で
本
稿
で
は
、
北
宋
期
の
文
人
の
閑
居
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
検
討
の
一
環

と
し
て
、
北
宋
中
期
に
孔
子
の
子
孫
で
あ
る
孔
宗
翰
（
字
周
翰
？
―
一
〇
八
八
）

が
顔
回
の
旧
居
に
設
け
た
顔
樂
亭
に
寄
せ
ら
れ
た
、
司
馬
光
・
蘇
軾
・
程
顥
ら
の
詩

文
に
お
い
て
展
開
さ
れ
る
、
顔
回
の
清
貧
生
活
に
お
け
る
楽
し
み
を
め
ぐ
る
思
考
を

中
心
に
検
討
し
、
当
時
の
閑
居
に
お
け
る
儒
家
的
な
修
養
の
意
識
の
表
れ
に
つ
い
て

考
え
た
い
。

一
六
朝
期
か
ら
北
宋
初
期
の
詩
に
描
か
れ
る
顔
回
の
イ
メ
ー
ジ

北
宋
中
期
の
状
況
に
つ
い
て
の
検
討
に
先
立
ち
、
北
宋
初
期
ま
で
の
詩
文
の
表
現

か
ら
、
顔
回
と
い
う
人
物
が
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
の

か
を
概
観
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
六
朝
期
の
状
況
を
、
梁
・
昭
明
太
子
蕭
統
が
編
ん
だ
当
時
を
代
表
す
る
詞
華

集
で
あ
る
『
文
選
』（
胡
克
家
刻
本
）
所
収
の
詩
文
か
ら
捉
え
て
み
た
い
。『
文
選
』

に
収
め
ら
れ
た
作
品
に
お
い
て
は
、
顔
回
は
高
い
徳
を
備
え
た
人
物
と
し
て
描
か
れ

て
い
る
が
、
そ
の
な
か
で
も
早
い
時
期
の
例
と
し
て
、
後
漢
・
班
固
（
三
二
―
九
二
）

「
答
賓
戲
」（
巻
四
十
五
）
の
次
の
表
現
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

若
乃
伯
夷
抗
行
於
首
陽
、
柳
惠
降
志
於
辱
仕
、
顔
潜
樂
於

�瓢
、
孔
終
篇
於
西

狩
。
聲
盈
塞
於
天
淵
、
眞
吾
徒
之
師
表
也
。

若
れ
乃
ち
伯
夷
は
行
を
首
陽
に
抗
げ
、
柳
惠
は
志
を
辱
仕
に
降
し
、
顔
は
樂
を

�瓢
に
潜
め
、
孔
は
篇
を
西
狩
に
終
ふ
。
聲
は
天
淵
に
盈
塞
し
、
眞
に
吾
徒
の

師
表
な
り
。

こ
こ
で
は
、
天
か
ら
淵
に
至
る
ま
で
遍
く
そ
の
名
声
が
ゆ
き
渡
る
、
人
々
の
手
本

と
す
べ
き
人
物
と
し
て
、
殷
周
革
命
期
の
伯
夷
、
春
秋
時
代
の
魯
の
柳
下
惠
、
さ
ら

に
顔
回
、
孔
子
の
四
人
を
挙
げ
、
そ
の
人
物
が
理
想
の
存
在
と
さ
れ
る
理
由
を
そ
れ

ぞ
れ
示
し
て
い
る
。
顔
回
に
つ
い
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
「
潜
樂
於

�瓢
」
は
、
『
論

語
』
「
雍
也
」
の
「
子
曰
、
賢
哉
回
也
。
一

�食
、
一
瓢
飲
、
在
陋
巷
。
人
不
堪
其

憂
、
回
也
不
改
其
樂
。
賢
哉
回
也
。」（
子
曰
く
、
賢
な
る
か
な
回
や
。
一

�食
、
一

瓢
飲
し
て
、
陋
巷
に
在
り
。
人
は
其
の
憂
き
に
堪
へ
ざ
る
に
、
回
や
其
の
樂
を
改
め

ず
。
賢
な
る
か
な
回
や
。
）
と
い
う
、
孔
子
に
よ
る
顔
回
評
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ

る
。
な
お
、
孔
子
に
つ
い
て
は
、
『
春
秋
』
の
記
述
を
魯
の
哀
公
十
四
年
の
獲
麟
の

記
事
で
終
え
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
こ
で
の
伯
夷
と
柳
下
惠
に
つ
い
て
の
言
及
は
、『
論
語
』「

微
子
」
で
、

孔
子
が
「
逸
民
」
と
し
て
伯
夷
・
叔
齊
・

虞
仲
・
夷
逸
・
朱
張
・
柳
下
惠
・
少
連
を

列
挙
し
、
さ
ら
に
「
伯
夷
・

叔
齊
」
を
「
不
降
其
志
、
不
辱
其

身
」
（
其
の
志
を
降

さ
ず
、
其
の
身
を
辱
め
ざ
る
）
者
と
し
て
、
ま
た
「
柳
下
惠
・
少
連
」
を
「
降
志
辱

身
矣
。
言
中
倫
、
行
中
慮
、
其
斯
而
已
矣
。」（
志
を
降
し
身
を
辱
む
。
言
は
倫
に
中

り
、
行
は

慮
に
中
る
、
其
れ

斯
れ
の
み
。
）
と
評
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
も
の

で
あ
る
。「

逸
民
」
と
さ
れ
る
こ
の
両
者
と
並
べ
て
顔
回
・
孔
子
を
挙
げ
る
こ
と
は
、

班
固
が
顔
回
・
孔
子
に
も
一
種
の
逸
民
的
な
性
質
を
認
め
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
だ
ろ
う
。

顔
回
に
逸
民
・
隠
者
的
な
性
質
を
認
め
て
い
る
も
の
と
し
て
は
、
他
に
魏
の

�康

（
二
二
三
―
二
六
二
）「

琴
賦
」（
巻
十
八
）
の
、

若
和
平
者
、
聽
之
則
怡
養
悦

�、
淑
穆
玄
眞
、
恬
虚
樂
古
、
棄
事
遺
身
、
是
以

伯
夷
以
之
廉
、
顔
回
以
之
仁
。

若
し
和
平
な
れ
ば
、
之
を
聽
け
ば
則
ち
怡
養
悦

�し
、
玄
眞
を
淑
穆
し
、
恬
虚

に
し
て
古
へ
を
樂
し
み
、
事
を
棄
て
身
を
遺
る
、
是
れ
以
て
伯
夷
は
之
を
以
て

廉
た
り
、
顔
回
は
之
を
以
て
仁
た
り
。

と
い
う
、
顔
回
・
伯
夷
を
古
の
理
想
を
楽
し
ん
だ
隠
者
と
し
て
対
に
し
た
例
を
挙
げ

る
こ
と
が
で
き
る
。
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こ
の
他
、
孔
子
の
弟
子
の
一
人
で
あ
る
冉
求
あ
る
い
は
冉
耕
と
並
称
し
て
「
顔
冉
」

と
す
る
表
現
が
存
在
し
、
同
じ
く
班
固
の
「
幽
通
賦
」
（
巻
十
四
）
の
「
聿
中

�爲

庶
幾
兮
、
顔
與
冉
又
不
得
。」（
聿
中

�し
て
庶
幾
き
を
爲
す
、
顔
と
冉
と
又
得
ず
。）

を
そ
の
例
に
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ら
の
例
に
お
い
て
、
顔
回
は
高
い
徳
を
持
ち
つ
つ
も
世
を
離
れ
、
ま
た
我
が

身
を
忘
却
し
た
人
物
と
し
て
表
現
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
有
徳
の
隠
逸
者

に
近
い
と
言
え
よ
う
。

さ
ら
に
唐
代
の
詩
に
お
い
て
も
、
顔
回
の
清
貧
の
隠
者
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
は
継

承
さ
れ
て
い
く
。
例
え
ば
孟
浩
然
（
六
八
九
―
七
四
〇
）
「
西
山
尋
辛
諤
」
詩
（

�

培
基
箋
注
『
孟
浩
然
詩
集
箋
注
』
巻
下
上
海
古
籍
出
版
社
二
〇
〇
〇
年
）
に
は

次
の
よ
う
な
表
現
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

竹
嶼
見
垂
釣

竹
嶼
釣
を
垂
る
る
を
見

茅
齊 マ
マ聞
讀
書

茅
齊
書
を
讀
む
を
聞
く

款
言
忘
景
夕

款
言
し
て
景
の
夕
べ
な
る
を
忘
れ

清
興
屬
凉
初

清
興
凉
の
初
め
に
屬
す

回
也
一
瓢
飲

回
や
一
瓢
飲
し

賢
哉
常
晏
如

賢
な
る
か
な
常
に
晏
如
た
り

日
の
沈
も
う
と
す
る
頃
、
小
舟
に
乗
っ
て
友
人
を
訪
ね
る
。
友
人
が
竹
の
生
え
た

小
島
で
釣
糸
を
垂
れ
て
い
る
姿
を
目
に
し
、
茅
葺
き
の
粗
末
な
部
屋
で
書
物
を
読
ん

で
い
る
声
を
聞
く
。
日
の
暮
れ
る
の
も
忘
れ
て
語
り
合
え
ば
爽
や
か
な
お
も
む
き
が

感
じ
ら
れ
る
。
こ
の
詩
の
末
尾
で
は
、
先
に
も
挙
げ
た
『
論
語
』
「
雍
也
」
の
記
述

を
踏
ま
え
、
穏
や
か
な
隠
逸
生
活
を
送
る
友
人
を
顔
回
に
見
立
て
、
「
常
に
晏
如
た

る
」
と
こ
ろ
を
そ
の
賢
明
さ
の
表
れ
と
し
て
評
価
し
て
い
る
。

こ
の
例
で
は
、
顔
回
に
見
立
て
ら
れ
て
い
る
の
は
隠
逸
生
活
を
送
る
友
人
で
あ
っ

た
が
、
王
維
（
六
九
九
―
七
六
一
）
に
は
、
作
者
で
あ
る
王
維
自
身
を
、
世
の
中
か

ら
離
れ
て
隠
逸
生
活
を
送
る
人
と
し
て
顔
回
に
見
立
て
る
例
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

王
維
の
「
田
園
樂
七
首
」
詩
（
清
・
趙
殿
成
箋
注
『
王
右
丞
集
箋
注
』
巻
十
四
中

華
書
局
香
港
分
局

一
九
七
二
年
）
は
、
題
を
「

�川
六
言
」
と
す
る
テ
ク
ス
ト

（
『
詩
林
廣
記
』
）
が
存
在
す
る
よ
う
に
、

�川
荘
で
の
王
維
自
身
の
閑
居
を
詠
じ
た

も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
五
首
目
で
は
、
「
一
瓢
顏
回
陋
巷
、
五
柳

先
生
對
門
。
」
（
一
瓢
の
顏
回

陋
巷
に
あ
り
、
五
柳
先
生

門
に
對
す
。
）
と
、
陋

巷
に
住
む
一
瓢
飲
の
顔
回
を
、
官
職
を
捨
て
て
田
園
に
帰
還
し
た
陶
淵
明
（
五
柳
先

生
）
と
対
に
し
て
表
現
し
て
い
る
。

こ
の
王
維
の
詩
句
の
よ
う
に
、
顔
回
の
故
事
を
踏
ま
え
て
自
分
の
隠
逸
生
活
の
清

貧
さ
を
表
現
す
る
例
は
、
そ
の
後
の
中
唐
期
の
白
居
易
（
七
七
二
―
八
四
六
）
の
作

品
に
多
出
し
て
お
り
、
例
え
ば
「
閑
居
貧
活
計
」
詩
（
朱
金
城
箋
校
『
白
居
易
集
箋

校
』
巻

三
十
七

上
海
古
籍
出
版
社

一
九
八
八
年
）
で
は
、
「

冠
蓋
閑
居

少
、

�

瓢
陋
巷

深
。
」
（

冠
蓋

閑
居

少
な
く
、

�瓢
陋
巷

深
し
。
）
と
、
顔
回
の
生
活
を

意
識
し
た
「

�瓢
」・「
陋
巷
」
を
、
自
ら
の
住
ま
い
を
へ
り
く
だ
る
意
で
表
現
し
て

い
る
。
ま
た
「

罷
府

歸
舊
居
」
詩
（
同
巻

三
十
一
）
は
、
「
自

此
後
、

重
授

賓
客

歸

履
道
宅
作
」（

此
よ
り
後
、
重
ね
て
賓
客
を
授
け
ら
れ
履
道
宅
に
歸
り
て
作
る
。）
と

い
う
題
下
注
か
ら
、
白
居
易
の
引
退
後
の
住
ま
い
で
あ
る
洛
陽
履
道
里
の
邸
を
詠
じ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
だ
が
、
こ
こ
で
も
「
陋
巷
乘
籃
入
、
朱
門
挂
印
迴
。」

（
陋
巷

籃
に
乘
り
て
入
り
、
朱
門

印
を
挂
け
て
迴
る
。）
と
、
履
道
里
邸
を
「
陋

巷
」
に
見
立
て
て
表
現
し
て
い
る
。

ま
た
、
「

寄
張
十
八
」
詩
（
同
巻
六
）
で
は
、
自
分
の
閑
居
の

質
素
さ
を

強
調
し

て
表
現
す
る
な
か
で
「
一

�食
、
一
瓢
飲
」
を

意
識
し
、
「
一
」
を

用
い
た
表
現
を

さ
ら
に
「
壺
漿
」「

馬
」「

床
」
等
の
も
の
に
拡
大
し
て
使
用
し
て
い
る
。

飢
止
一

�食
飢
う
る
に
一

�食
に
止
め

�止
一
壺
漿

�く
に
一
壺
漿
に

止
む
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出
入
止
一
馬

出
入
す
る
に
一
馬
に
止
め

寢
興
止
一
床

寢
興
す
る
に
一
床
に
止
む

此
外
無
長
物

此
の
外
長
物
無
く

於
我
有
若
亡

我
に
於
い
て
は
有
る
は
亡
き
が
若
し

胡
然
不
知
足

胡
ぞ
然
し
て
足
る
を
知
ら
ず
し
て

名
利
心
遑
遑

名
利
心
遑
遑
た
る

こ
の
よ
う
に
、
唐
代
の
詩
に
お
い
て
は
閑
居
の
清
貧
さ
を
顔
回
の
故
事
に
な
ぞ
ら

え
て
表
現
す
る
例
を
数
多
く
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
白
居
易
に
至
る
と
自
分
自
身

の
閑
居
の
清
貧
さ
を
表
現
す
る
な
か
で
、
顔
回
の
故
事
に
さ
ら
に
ア
レ
ン
ジ
を
加
え

る
こ
と
も
可
能
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
顔
回
に
な
ぞ
ら
え
て
隠
逸
者
の
清
貧
を
表
現
す
る
例
は
北
宋
初
期
に
も
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
林
逋
（
九
六
七
―
一
〇
二
八
）「
雪
三
首
」
其
一
（『
林
和
靖
先

生
詩
集
』
巻
二
四
部
叢
刊
本
）
の
詩
句
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

堪
憐
雀
避
來
閑
地

憐
れ
む
に
堪
ふ
雀
の
避
け
て
閑
地
に
來
た
る
を

最
愛
僧
衝
過
短
橋

最
も
愛
す
僧
の
衝
し
て
短
橋
を
過
ぐ
る
を

獨
有
閑
関
孤
隱
者

獨
り
閑
か
に
関
す
る
孤
隱
者
有
り
て

一
軒
貧
病
在
顔
瓢

一
軒
の
貧
病
顔
瓢
に
在
り

雪
の
日
、
雪
の
積
も
っ
て
い
な
い
場
所
に
逃
げ
て
く
る
雀
や
、
短
い
橋
を
通
っ
て

い
く
僧
の
姿
が
見
え
る
。
見
て
い
る
の
は
閉
ざ
し
た
扉
の
な
か
に
い
る
隠
者
で
あ
る

作
者
で
あ
る
。
最
終
句
に
登
場
す
る
「
顔
瓢
」
は
彼
の
清
貧
生
活
を
象
徴
す
る
も
の

と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
六
朝
期
か
ら
北
宋
初
期
ま
で
の
詩
文
の
表
現
に
お
い
て
は
、
顔
回

の
陋
巷
生
活
は
有
徳
の
隠
逸
者
の
清
貧
生
活
と
し
て
理
想
化
さ
れ
、
「
一
瓢
飲
、
一

�食
」
は
清
貧
の
生
活
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
詩
文
に
お

い
て
は
、
顔
回
自
身
が
そ
の
生
活
の
な
か
で
何
を
楽
し
み
と
し
て
い
た
の
か
と
い
う

点
は
、
特
に
問
題
と
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
も
注
意
し
て
お
き
た
い
。

二
孔
宗
翰
の
顔
樂
亭

（
一
）
孔
宗
翰
と
顔
樂
亭

北
宋
中
期
に
顔
樂
亭
を
設
け
た
孔
宗
翰
と
い
う
人
物
は
、
広
く
知
ら
れ
た
人
で
は

な
い
。
『
宋
史
』
巻
二
百
九
十
七
（
中
華
書
局
本
）
所
収
の
伝
に
よ
る
と
、
孔
宗
翰

は
曲
阜
（
現
山
東
省
曲
阜
縣
）
の
人
で
、
孔
子
四
十
五
代
で
あ
る
父
孔
道
輔
（
九
八

六
―
一
〇
三
九
）
の
次
子
で
あ
る
。
父
道
輔
は
、
御
史
臺
推
直
官
、
秘
書
監
分
司
南

京
、
管
勾
祖
廟
等
を
歴
任
し
尚
書
工
部
侍
郎
の
肩
書
き
で
致
仕
し
、
宗
翰
は
そ
の
恩

蔭
に
よ
り
官
職
を
授
け
ら
れ
た
が
、
後
に
貢
挙
を
受
験
し
て
進
士
登
第
（
登
第
年
未

詳
）
し
、
知
仙
源
縣
（
現
山
東
省
曲
阜
縣
）
と
し
て
功
績
を
挙
げ
、
司
馬
光
ら
の
推

挙
を
受
け
て
密
州
・
陜
州
・
洪
州
・
袞
州
等
の
知
州
を
歴
任
し
た
。
さ
ら
に
哲
宗
元

祐
年
間
（
一
〇
八
六
―
一
〇
九
四
）
に
は
司
農
少
卿
、
鴻
臚
卿
と
な
り
、
刑
部
侍
郎

に
進
み
、
知
徐
州
と
な
っ
た
が
、
着
任
し
な
い
う
ち
に
亡
く
な
っ
た
と
さ
れ
る
。

孔
宗
翰
の
伝
記
の
な
か
で
特
筆
す
べ
き
は
、
元
祐
元
年
（
一
〇
八
六
）
に
「
請
孔

子
後
襲
封
人
不
兼
領
他
職
奏
状
」
な
ら
び
に
「
請
復
増
孔
廟
廟
戸
奏
状
」
を
哲
宗
に

奉
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
上
奏
に
お
い
て
孔
宗
翰
が
求
め
た
の
は
、
孔
子
の

爵
位
を
世
襲
す
る
子
孫
に
は
、
他
の
官
を

兼
職
さ
せ
る
こ
と
な
く
封
土
に
終
身
在
住

さ
せ
る
こ
と
、
な
ら
び
に
当
時
封
土
を
世
襲
し
て
い
た
孔
若
蒙
の
爵
位
を
、
衍
聖
公

か
ら
奉
聖
公
に
変
更
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
孔
子
廟
に
学
田
万
畝
と
国
子
監
の
書
物
と

を
賜
り
、
学
官
を
立
て
て
そ
の
子
弟
を
教
育
さ
せ
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
い
ず

れ
も
承
認
さ
れ
た
。
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、『
東
都
事
略
』
巻
六
十
、『
宋
史
』
巻
二

百
九
十
七
の
「
孔
道
輔
傳
附
子
宗
翰
」
の
孔
宗
翰
傳
、
な
ら
び
に
『
宋
史
』
巻
十
七

哲
宗
紀
一
の
元
祐
元
年
冬
十
月
丙
戌
の
条
、
ま
た
『
宋
史
』
巻
一
百
十
九
禮
志
二
十
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二
の
「
録
先
聖
後
」
、
及
び
李
燾
『
續
資
治
通
鑑
長
編
』
巻
三
百
八
十
九
哲
宗
元
祐

元
年
十
月
丙
戌
の
条
等
に
詳
細
な
記
述
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

で
は
、
顔
樂
亭
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
北
宋
神
宗
煕
寧
十
年

（
一
〇
七
七
）
に
制
作
さ
れ
た
司
馬
光
（
一
〇
一
九
―
一
〇
八
六
）「
顔
樂
亭
頌
」
并

序
（
『
温
國
文
正
司
馬
公
文
集
』
巻
六
十
八

四
部
叢
刊
本
）
の
前
半
部
分
は
、
孔

宗
翰
が
こ
の
顔
樂
亭
を
営
ん
だ
経
緯
と
寄
せ
ら
れ
た
詩
文
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に

説
明
し
て
い
る
。

孔
子
舊
宅
東
北
可
百
歩
有
井
、
魯
人
以
爲
昔
顔
氏
之
居
也
。
周
翰
思
其
人
、
買

其
地
構
亭
其
上
、
命
曰
「
顔
樂
」
。
邦
直
爲
之
銘
、
其
言
顔
子
之
志
盡
矣
、
無

以
加
矣
。
子
瞻
論
韓
子
、
以
在
隱
約
而
平
寛
爲
哲
人
之
細
事
、
以
爲
君
子
之
於

人
、
必
於
其
小
焉
觀
之
。

孔
子
舊
宅
の
東
北
百
歩
な
る
べ
き
に
井
有
り
、
魯
人
以
て
昔
顔
氏
の
居
な

り
と
爲
す
。
周
翰
そ
の
人
を
思
ひ
、
其
の
地
を
買
ひ
て
亭
を
其
の
上
に
構
へ
、

命
け
て
「
顔
樂
」
と
曰
ふ
。
邦
直
之
の
爲
に
銘
し
、
其
れ
顔
子
の
志
を
言
ひ

て
盡
く
し
、
以
て
加
ふ
る
無
し
。
子
瞻
韓
子
を
論
じ
、
隱
約
に
在
り
て
平
寛

な
る
を
以
て
哲
人
の
細
事
と
爲
し
、
以
爲
く
君
子
の
人
に
於
け
る
は
、
必
ず

其
の
小
に
於
い
て
之
を
觀
る
と
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
「
顔
樂
亭
」
は
、
孔
子
旧
居
の
東
北
百
歩
ほ
ど
に
あ
る
、
孔
宗

翰
が
購
入
し
た
顔
回
の
旧
居
と
さ
れ
る
土
地
に
建
て
ら
れ
た
亭
で
あ
り
、
こ
の
亭
に

対
し
て
李
清
臣
（
字
邦
直
一
〇
三
二
―
一
一
〇
二
）
と
蘇
軾
（
字
子
瞻
一
〇
三

六
―
一
一
〇
一
）
と
が
作
品
を
寄
せ
た
と
い
う
こ
と
だ
が
、
李
清
臣
「
顔
樂
亭
銘
」

は
既
に
失
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
他
に
、
程
顥
（
一
〇
三
二
―
一
〇
八
五
）
「
顔

樂
亭
銘
」（『
河
南
程
氏
文
集
巻
』
第
三
明
道
先
生
文
三
王
孝
魚
點
校
『
二
程
集
』

理
学
叢
書
中
華
書
局
一
九
八
一
年
）
が
現
存
し
て
い
る
。

既
に
失
わ
れ
て
い
る
李
清
臣
の
銘
に
つ
い
て
は
、
司
馬
光
が
こ
の
頌
序
で
「
顔
淵

の
志
を
言
い
尽
く
し
て
お
り
、
そ
れ
以
上
に
加
え
る
こ
と
は
な
い
」
と
評
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
頌
よ
り
も
先
に
制
作
さ
れ
、
顔
回
の
志
に
つ
い
て
述
べ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
司
馬
光
は
程
顥
の
「
顔
樂
亭
銘
」
に
は
言
及
し
て
い
な
い

の
で
、
こ
の
作
品
が
制
作
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
頌
よ
り
後
、
あ
る
い
は
こ
れ
ら
の
作

品
と
は
別
の
機
会
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
各
篇
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
者
の
顔
回
の
楽
し
み
と
こ
の
亭
で
の
閑
居

に
対
す
る
考
え
方
が
表
現
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
様
々
な
と
ら
え
方
の
違
い
を
見

出
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、
そ
れ
ら
の
違
い
に
注
目
し
、
彼
ら
に
と
っ

て
の
閑
居
の
理
想
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

司
馬
光
の
序
に
先
立
っ
て
制
作
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
は
蘇
軾
「
顔
樂
亭

詩
」
（
清
・
馮
應

榴
輯

訂
『
蘇
文

忠
公
詩

合
註
』
巻
十
五

中
文
出

版
社

一
〇

七
九
年
）
で
あ
る
。
制
作
さ
れ
た
神
宗
煕
寧
十
年
（
一
〇
七
七
）
当
時
、
蘇
軾
は
知

密
州
を
離
任
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の
時
彼
の
後
任
と
し
て
孔
宗
翰
が
赴
任
し
て

い
る
。
そ
の
敍
で
蘇
軾
は
顔
樂
亭
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

顔
子
之
故
居
所
謂
陋
巷
者
、
有
井
存
焉
、
而
不
在
顔
氏
久
矣
。
膠
西
太
守
孔
君

宗
翰
、

始
得
其
地
、

浚
治
其
井
、
作
亭
於
其
上
、
命
之
曰
「
顔
樂
」
。
昔

夫
子

以

�食
瓢

飮
賢
顔
子
。
而
韓
子

乃
以
爲
哲
人
之
細
事
、

何
哉
。
蘇
子
曰
、
「

古

之
觀
人
也
、
必
於
小
者
觀
之
。
其
大
者
容
有
僞
焉
。
人
能
碎
千
金
之
璧
、
不
能

無
失
聲
於
破
釜
。
能
搏
猛
虎
、
不
能
無
變
色
於
蜂

�。
孰
知

�食
瓢
飮
之
爲
哲

人
之

大
事

乎
。
」

乃
作
「
顔
樂
亭
詩
」
以

遺
孔
君
正
韓
子
之
説
、

且
用
以

自
警

云
。

顔
子
の
故
居

所
謂

陋
巷
な
る
者
は
、
井
有
り
て
焉
に
存
す
れ
ど
も
、
顔
氏

に
在
ら
ざ
る
こ
と
久
し
。
膠
西
太
守
孔
君
宗
翰
、
始
め
て
其
の
地
を
得
、
浚
ぎ

て
其
の
井
を
治
め
、
亭
を
其
の
上
に
作
り
、
之
に
命
け
て
「
顔
樂
」
と
曰
ふ
。

昔
夫
子

�食
瓢
飮
す
る
を
以
て
顔
子
を
賢
し
と
す
。
而
る
に
韓
子
の
乃
ち
以
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て
哲
人
の
細
事
と
爲
す
は
、
何
ぞ
や
。
蘇
子
曰
く
、
「
古
の
人
を
觀
る
や
、
必

ず
小
な
る
者
に
於
い
て
之
を
觀
る
。
其
の
大
な
る
者
は
容 ま
さに
僞
り
有
る
べ
し
。

人
は
能
く
千
金
の
鐘
を
碎
く
も
、
釜
を
破
る
に
於
い
て
聲
を
失
ふ
こ
と
無
か
る

能
は
ず
。
能
く
猛
虎
を
搏
す
る
も
、
色
を
蜂

�に
變
ず
る
無
き
こ
と
能
は
ず
。

孰
ん
ぞ
知
ら
ん

�食
瓢
飮
の
哲
人
の
大
事
爲
る
を
」
と
。
乃
ち
「
顔
樂
亭
詩
」

を
作
り
以
て
孔
君
に
遺
り
て
韓
子
の
説
を
正
し
、
且
つ
用
て
以
て
自
ら
警
め
て

云
ふ
。

こ
の
敍
は
、
最
初
に
孔
宗
翰
が
顔
回
故
居
の
土
地
を
入
手
し
整
備
を
加
え
て
「
顔

樂
亭
」
を
築
い
た
次
第
を
記
し
、
次
に
「
顔
樂
」
の
内
容
に
つ
い
て
言
及
し
た
孔
子

の
言
葉
と
こ
れ
に
対
す
る
中
唐
期
の
韓
愈
の
評
、
さ
ら
に
そ
れ
に
対
す
る
蘇
軾
の
見
解

を
示
す
、
三
段
階
の
構
成
を
採
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
整
備
の
次
第
を
述
べ
る
第
一
部

分
の
内
容
は
、
先
に
見
た
司
馬
光
「
顔
樂
亭
頌
」
序
と
お
お
む
ね
重
な
っ
て
い
る
。

続
く
第
二
部
分
で
は
、
「
顔
樂
」
に
対
す
る
評
価
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。
こ

こ
で
は
ま
ず
『
論
語
』
「
雍
也
」
の
「
子
曰
、
賢
哉
回
也
。
一

�食
、
一
瓢
飲
、
在

陋
巷
。
人
不
堪
其
憂
、
回
也
不
改
其
樂
、
賢
哉
回
也
。
」
を
挙
げ
、
顔
回
が
質
素
な

生
活
に
甘
ん
じ
る
こ
と
を
そ
の
賢
さ
の
表
れ
と
し
て
孔
子
が
高
く
評
価
し
た
こ
と
に

言
及
し
て
い
る
。
既
に
前
章
で
見
た
よ
う
に
、
『
論
語
』
の
こ
の
箇
所
は
、
す
で
に

有
德
の
隠
逸
者
と
し
て
の
顔
回
の
イ
メ
ー
ジ
の
基
づ
く
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
た
も
の

で
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
は
、
顔
回
の
こ
の
行
動
を
韓
愈
は
「
細
事
」
と
し
て
批
判

し
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

さ
ら
に
第
三
部
分
で
は
、
蘇
軾
自
身
を
投
影
す
る
と
思
わ
れ
る
「
蘇
子
」
が
、
両

者
の
考
え
方
の
違
い
を
認
め
つ
つ
も
韓
愈
と
は
考
え
方
を
異
に
し
、
取
る
に
足
り
な

い
こ
と
に
着
目
し
た
過
去
の
、
つ
ま
り
孔
子
に
よ
る
評
価
を
支
持
す
る
と
述
べ
て
い

る
。
そ
の
理
由
と
し
て
挙
げ
て
い
る
の
は
、
大
き
な
こ
と
が
ら
に
は
偽
り
が
あ
る
は

ず
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
敍
で
は
そ
の
後
、
大
き
な
力
量
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
て

い
る
人
物
が
、
取
る
に
足
り
な
い
も
の
に
遭
遇
し
た
際
に
、
意
外
に
も
そ
の
度
量
の

小
さ
さ
を
露
見
さ
せ
る
と
い
う
例
を
挙
げ
、
さ
ら
に
末
尾
で
「
蘇
子
」
が
、
「
顔
樂

亭
詩
」
の
意
図
が
韓
愈
の
説
を
訂
正
し
同
時
に
自
ら
の
誡
め
と
す
る
こ
と
に
あ
る
、

つ
ま
り
人
物
の
評
価
に
お
い
て
は
日
常
的
な
些
細
な
行
動
に
こ
そ
注
目
す
べ
き
で
あ

る
と
い
う
考
え
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
蘇
軾
の
敍
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
は
、
従
来

継
承
さ
れ
て
き
た
孔
子
の
顔
回
に
対
す
る
高
い
評
価
を
継
承
し
つ
つ
、
こ
れ
に
異
を

唱
え
る
も
の
と
し
て
韓
愈
の
意
見
を
批
判
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

（
二
）
司
馬
光
「
顔
樂
亭
頌
」

こ
の
よ
う
な
蘇
軾
の
考
え
方
を
踏
ま
え
つ
つ
、
司
馬
光
「
顔
樂
亭
頌
」
序
は
顔
回

の
楽
し
み
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

光
謂
韓
子
以
三

書
抵

宰
相

求
官
、
「

與
于

襄
陽

書
」

謂
、
先

達
後

進
之

士
、

玄

爲
前
後
以
相
推
援
。
如
市
賈
然
、
以
求
朝
夕
芻
犬
僕
賃
之
資
、
又
好
悦
人
以
銘

誌
而
受
其
金
。
觀
其
文
、
知
其
志
、
其
汲
汲
於
富
貴
、
戚
戚
於
貧
賤
如
此
。
彼

又
烏
知
顔
子
之
所
爲
哉
。
夫
歳
寒
然
後
知
松
柏
之
後
彫
、
士
貧
賤
然
後
見
其
志
、

此
固
哲
人
之
所
難
。
故
孔
子
稱
之
而
韓
子
以
爲
細
事
、
韓
子
能
之
乎
。
光
實
何

人
、
敢
評
先
賢
之
得
失
、
聊
因
子
瞻
之
言
申
而
盡
之
。

光
謂

へ
ら
く

韓
子
は
三

書
を
以
て

宰
相
に

抵
て
て

官
を

求
め
、
「

于
襄

陽

に
與
ふ
る
書
」
に
謂
へ
ら
く
、
先
達
後
進
の
士
、
玄
に
前
後
と
爲
り
て
以
て
相

ひ
推
援
す
と
。
市
賈
の
如
く
然
り
、
以
て
朝
夕
芻
犬
僕
賃
の
資
を
求
め
、
又
好

み
て
人
の
銘
誌
を
以
て
其
の
金
を
受
く
る
を
悦
ぶ
。
其
の
文
を
觀
、
其
の
志
を

知
り
、
其
の
富
貴
に
於
い
て
汲
汲
た
り
、
貧
賤
に
於
い
て
戚
戚
た
る
こ
と
此
の

如
し
。
彼
又
烏
く
ん
ぞ
顔
子
の
爲
す
所
を
知
ら
ん
や
。
夫
れ
歳
寒
に
し
て
然
る

後
に
松
柏
の
後
に
彫
む
を
知
り
、
士
は
貧
賤
に
し
て
然
る
後
に
其
の
志
を
見
は

す
、
此
れ
固
よ
り
哲
人
の
難
し
と
す
る
所
な
り
。
故
に
孔
子
は
之
を
稱
し
て
韓
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子
は
以
て
細
事
と
爲
す
、
韓
子
は
能
く
之
た
ら
ん
や
。
光
實
に
何
人
な
ら
ん
、

敢
へ
て
先
賢
の
得
失
を
評
し
、
聊
か
子
瞻
の
言
に
因
み
て
申
し
て
之
を
盡
く
す
。

こ
こ
で
の
司
馬
光
は
、
蘇
軾
の
「
古
の
人
を
觀
る
や
、
必
ず
小
な
る
者
に
於
い
て

之
を
觀
」
る
を
踏
ま
え
、
顔
回
の
行
動
を
、
貧
し
い
境
遇
に
置
か
れ
て
は
じ
め
て
そ

の
志
を
現
し
た
も
の
と
し
て
高
く
評
価
し
て
い
る
。
ま
た
、
蘇
軾
が
批
判
し
て
い
た

韓
愈
の
考
え
に
対
し
て
は
、
そ
の
「
與
于
襄
陽
書
」（『
韓
昌
黎
文
集
』
巻
三
）
を
要

約
し
、
有
力
者
に
自
分
の
貧
し
さ
を
訴
え
て
言
葉
巧
み
に
取
り
入
ろ
う
と
し
て
い
る

と
し
て
批
判
し
た
上
で
、
彼
に
顔
回
の
志
は
理
解
で
き
な
い
だ
ろ
う
と
断
じ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
揚
雄
傳
や
『
論
語
』
の
表
現
と
比
較
し
て
、
韓
愈
の
態
度
を
儒
家
の
正
統

で
は
な
い
と
も
強
く
批
判
し
て
い
る
。

司
馬
光
の
こ
の
よ
う
な
顔
回
に
対
す
る
高
い
評
価
と
韓
愈
に
対
す
る
批
判
は
、
序

だ
け
で
は
な
く
頌
の
本
文
で
も
展
開
さ
れ
て
い
る
。

頌
曰
、
貧
而
無
怨
難
、
顔
子
在
陋
巷
。
飲
一
瓢
食
一

�、
能
固
其
守
不
戚
、
而

安
此
德
之
所
以
完
。

頌
に
曰
く
、
貧
に
し
て
怨
難
す
る
こ
と
無
く
、
顔
子
陋
巷
に
在
り
。
一
瓢
を

飲
み
一

�を
食
ら
ひ
、
能
く
其
の
守
る
を
固
く
し
て
戚
な
ら
ず
、
而
し
て
此
に

安
ん
ず
る
は
德
の
完
き
所
以
な
り
。

こ
こ
で
の
司
馬
光
は
、
顔
回
は
徳
が
完
全
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
自
ら
の
分
限
を

守
る
こ
と
に
安
ん
じ
る
こ
と
が
可
能
だ
っ
た
の
だ
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
頌
は
孔
宗

翰
の
顔
樂
亭
に
寄
せ
ら
れ
た
も
の
な
の
で
、
顔
樂
亭
で
の
孔
宗
翰
の
楽
し
み
が
顔
回

の
態
度
を
継
承
し
、
自
身
の
德
を
反
映
し
て
自
ら
の
分
限
を
守
る
こ
と
に
安
ら
ぎ
を

見
出
す
も
の
で
あ
る
べ
き
だ
と
言
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
「
顔
樂
亭
頌
」
并
序
の
司
馬
光
は
、
顔
回
の
陋
巷
で
の
質
素
な
生
活

を
そ
の
分
限
に
甘
ん
じ
る
も
の
と
し
て
評
価
し
て
い
る
が
、
同
様
の
考
え
方
は
、

「
温
公
迂
書
」
士
則
（
清
・
黄
宗
羲
原
著
・
全
祖
望
補
修

陳
金
生
・
梁
運
華
點
校

『
宋
元
學
案
』
巻
七
「

�水
學
案
」
上

中
華
書
局

一
九
八
六
年
）
で
も
展
開
さ

れ
て
い
る
。

智
愚
勇
怯
、
貴
賤
貧
富
、
天
之
分
也
。
君
明
臣
忠
、
父
慈
子
孝
、
人
之
分
也
。

僭
天
之
分
、
必
有
天
災
。
失
人
之
分
、
必
有
人
殃
。
堯
舜
禹
湯
文
武
勤
勞
天
下
、

周
公
輔
相
致
太
平
、
孔
子
以
詩
書
禮
樂
教
洙
泗
、
顔
淵

�食
瓢
飲
、
安
于
陋
巷
。

雖
德
業
異
守
、
出
處
異
趣
、
如
此
其
遠
也
。
何
嘗
舎
其
分
而
妄
爲
哉
。

智
愚
勇
怯
、
貴
賤
貧
富
は
、
天
の
分
な
り
。
君
は
明
臣
は
忠
に
し
て
、
父
は

慈
子
は
孝
な
る
は
、
人
の
分
な
り
。
天
の
分
に
僭
す
れ
ば
、
必
ず
天
災
有
り
。

人
の
分
を
失
へ
ば
、
必
ず
人
殃
有
り
。
堯
舜
禹
湯
文
武
は
天
下
に
勤
勞
し
、
周

公
は
輔
相
と
な
り
て
太
平
を
致
し
、
孔
子
は
詩
書
禮
樂
を
以
て
洙
泗
に
教
へ
、

顔
淵
は

�食
瓢
飲
し
て
、
陋
巷
に
安
ん
ず
。
德
業
は
守
を
異
に
し
、
出
處
は
趣

を
異
に
す
と
雖
も
、
此
の
如
く
其
れ

遠
き
な
り
。
何
ぞ
嘗
て
其
の
分
を
舎
て
て

妄
り
に
爲
さ
ん
や
。

司
馬
光
は
こ
こ
で
人
は
天
が
そ
れ
ぞ
れ
の
人
に
与
え
た
分
限
を
守
っ
て
行
動
す
べ

き
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
一
例
と
し
て
顔
回
の
陋
巷
で
の

�食
瓢
飲
を
あ
げ

て
い
る
。
ま
た
彼
は
自
ら
の

閑
居
の

場
で
あ
る

獨
樂

園
に
寄
せ
た
「

獨
樂

園
記
」

（『
温
國
文
正
司
馬
光
文
集
』
巻
六
十
六
）
で
も
同
様
の
考
え
方
を
述
べ
て
お
り
、
分

限
を
守
っ
た
閑
居
は
彼
自
身
の
理
想
で
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
蘇
軾
の
敍
と
司
馬
光
の
頌
並
び
に
序
は
、
い
ず
れ
も
顔
回
の
徳
を
顕

彰
し
、
そ
れ
と
対
比
す
る
か
た
ち
で
韓
愈
に
対
す
る
批
判
を
展
開
し
て
い
た
。
司
馬

光
の
こ
の
頌
序
に
お
け
る
韓
愈
に
対
す
る
批
判
は
、
三
つ
の
点
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
一
つ
め
は
「
韓
子
」
が
再
三
に
わ
た
り
宰
相
に
対
し
て
求
官
活
動
を
行
っ
た
こ

と
、
二
つ
め
は
商
品
を
売
り
込
む
商
人
の
よ
う
に
し
ば
し
ば
人
を
推
挽
し
た
こ
と
、

さ
ら
に
三
つ
め
は
、
韓
愈
が
好
ん
で
墓
誌
銘
等
の
作
成
に
よ
り
報
酬
を
得
、
生
活
費

に
充
て
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
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北
宋
期
に
お
い
て
、
韓
愈
が
孔
子
・
孟
子
・
揚
雄
と
続
く
儒
家
の
正
統
を
継
承
し

た
人
物
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
崇
敬
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
、
早
く
は
宋

初
の
柳
開
（
九
四
七
―
一
〇
〇
〇
）
「
應
責
」
（
『
河
東
先
生
集
』
巻
一

四
部
叢
刊

本
）
の
「
吾
之
道
、
孔
子
・
孟
軻
・
揚
雄
・
韓
愈
之
道
。
」
等
の
記
述
か
ら
も
知
る

こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
韓
愈
の
人
と
な
り
は
時
に
批
判
の
対
象
と

も
さ
れ
、
例
え
ば
劉

�（
一
〇
二
二
―
一
〇
八
八
）
『
中
山
詩
話
』
で
は
、
人
の
推

挽
に
熱
心
な
韓
愈
を
牙
人
（
商
人
）
の
よ
う
だ
と
評
す
る
王
向
の
言
葉
を
記
し
て
い

る
。
宋
人
の
韓
愈
評
に
こ
の
よ
う
な
両
面
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
夙
に
錢
鍾
書

氏
が
『
談
藝
録
』
（
中
華
書
局

一
九
八
四
年
補
訂
本
）
中
の
「
宋
人
論
昌
黎
學
問

人
品
」
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
顔
樂
亭
を
め
ぐ
る
作
品
に
も
韓
愈
に
対
す
る

相
反
す
る
評
価
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

（
三
）
蘇
軾
「
顔
樂
亭
詩
」

す
で
に
そ
の
敍
に
つ
い
て
検
討
し
た
蘇
軾
「
顔
樂
亭
詩
」
の
詩
の
本
文
は
、
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

天
生
蒸
民

天
蒸
民
を
生
じ

爲
之
鼻
口

之
の
鼻
口
を
爲
る

美
者
可
嚼

美
し
き
者
は
嚼
む
べ
く

芬
者
可
嗅

芬
な
る
者
は
嗅
ぐ
べ
し

美
必
有
惡

美
し
き
に
は
必
ず
惡
し
き
有
り

芬
必
有
臭

芬
に
は
必
ず
臭
有
り

我
無
天
游

我
に
天
游
無
け
れ
ば

六
鑿
交

�

六
鑿
交
ご
も

�

た
た
かふ

鶩
而
不
返

鶩 か
けり
て
返
ら
ず

�歩
商
受

商
受
に

�歩
せ
ん

偉
哉
先
師

偉
な
る
か
な
先
師

安
此
微
陋

此
の
微
陋
に
安
ん
ず

孟
賁
股
栗

孟
賁
は
股
栗
し

虎
豹
却
走

虎
豹
は
却 し
り
ぞき
走 に

ぐ

眇
然
其
身

眇
然
た
る
其
の
身

中
亦
何
有

中
に
亦
何
か
有
ら
ん

我
求
至
樂

我
至
樂
を
求
む
る
に

千
載
無
偶

千
載
に
偶
無
し

執
瓢
從
之

瓢
を
執
り
て
之
に
從
は
ん
と
す
れ
ば

忽
焉
在
後

忽
焉
と
し
て
後
に
在
り

こ
の
詩
の
表
現
内
容
に
つ
い
て
は
す
で
に
別
に
検
討
し
た
こ
と
が
あ
る
（

2）の
で
、

こ
こ
で
は
そ
の
要
点
を
示
す
に
と
ど
め
た
い
。
こ
の
詩
で
は
、
感
覚
器
官
を
通
し
て

生
じ
る
種
々
の
感
覚
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
様
々
な
価
値
判
断
に
翻
弄
さ
れ
る

自
分
の
姿
と
対
比
し
て
、
劣
悪
な
環
境
を
も
の
と
も
し
な
か
っ
た
顔
回
を
位
置
づ
け
、

そ
の
偉
大
さ
に
驚
嘆
し
学
ぼ
う
と
し
つ
つ
、
そ
の
困
難
さ
を
吐
露
し
て
い
る
。
ま
た
、

詩
の
末
尾
の
「
忽
焉
在
後
」
が
『
論
語
』
子
罕
の
顔
回
に
よ
る
孔
子
評
を
踏
ま
え
た

も
の
で
あ
る
も
の
の
、
詩
全
体
に
「
天
游
」「
六
鑿
」「
偉
哉
」
等
の
『
荘
子
』
を
典

拠
と
す
る
語
句
が
多
用
さ
れ
て
お
り
、
『
荘
子
』
的
な
発
想
に
拠
っ
て
顔
回
の
人
と

な
り
の
と
ら
え
ど
こ
ろ
の
無
さ
を
表
現
し
、
儒
家
の
論
理
に
固
執
し
な
い
よ
り
自
由

な
立
場
を
志
向
し
て
い
る
。
司
馬
光
等
か
ら
一
世
代
後
の
蘇
軾
に
と
っ
て
は
、
顔
回

の
偉
大
さ
は
認
め
る
も
の
の
、
清
貧
に
甘
ん
じ
る
こ
と
そ
の
も
の
を
楽
し
み
の
対
象

と
し
て
理
想
化
す
る
こ
と
は
、
堅
苦
し
す
ぎ
る
と
感
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
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（
四
）
程
顥
「
顔
樂
亭
銘
」

孔
宗
翰
の
顔
樂
亭
に
は
、
こ
の
他
に
程
顥
が
四
言
四
十
六
句
か
ら
な
る
「
顔
樂
亭

銘
」（『
河
南
程
氏
文
集
』
巻
三
明
道
先
生
文
三
『
二
程
集
』）
を
寄
せ
て
い
る
。

程
顥
は
こ
の
銘
の
冒
頭
で
、
孔
子
と
顔
回
と
の
間
の
師
弟
関
係
を
、
「
有
孔
之
遇
、

有
顔
之
生
。
聖
以
道
化
、
賢
以
學
行
。」（
孔
の
遇
す
る
有
り
、
顔
の
生
ま
る
る
有
り
。

聖
は
道
を
以
て
化
し
、
賢
は
學
を
以
て
行
ふ
。
）
と
高
く
称
賛
し
、
継
い
で
孔
子
や

顔
回
の
時
代
の
後
、
時
間
の
経
過
に
よ
っ
て
す
っ
か
り
荒
れ
果
て
て
い
た
顔
回
の
旧

居
が
、
や
っ
と
整
備
さ
れ
て
顔
樂
亭
が
建
造
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
、
銘
の
後
半
で
は

さ
ら
に
そ
の
落
成
を
次
の
よ
う
に
言
祝
い
で
い
る
。

載
基
載
落
、
亭
曰
顔
樂
。
昔
人
有
心
、
予
忖
予
度
。
千
載
之
上
、
顔
惟
孔
學
。

百
世
之
下
、
顔
居
孔
作
。
盛
德
彌
光
、
風
流
日
長
。
道
之
無
疆
、
古
今
所
常
。

水
不
忍
廢
、
地
不
忍
荒
。
嗚
呼
正
學
、
其
何
可
忘
。

載
ち
基
し
載
ち
落
し
、
亭
を
顔
樂
と
曰
ふ
。
昔
人
心
有
り
、
予
忖
し
予
度
す
。

千
載
の
上
、
顔
は
惟
れ
孔
の
學
た
り
。
百
世
の
下
、
顔
の
居
に
孔
作
る
。
盛
德

彌
よ
光
り
、
風
流
日
び
に
長
し
。
道
の
疆
す
る
無
き
は
、
古
今
に
常
と
す
る
所
。

水
は
廢
る
る
に
忍
び
ず
、
地
は
荒
る
る
に
忍
び
ず
。
嗚
呼
正
學
、
其
れ
何
ぞ

忘
る
べ
き
。

程
顥
は
、
千
年
の
昔
に
顔
回
が
孔
子
に
学
び
、
百
代
の
後
に
顔
回
の
旧
居
に
孔
氏

が
造
営
し
た
こ
と
を
、
徳
の
輝
き
を
示
し
道
統
の
無
窮
を
示
す
も
の
と
し
て
称
賛
し
、

こ
の
再
整
備
を
、
孔
子
―
顔
回
と
い
う
正
統
な
学
問
の
継
承
を
記
念
す
る
も
の
と
し

て
位
置
づ
け
て
い
る
。

程
顥
は
こ
こ
で
こ
の
よ
う
に
正
統
な
学
問
の
継
承
を
言
祝
い
で
は
い
る
も
の
の
、

顔
回
の
「
陋
巷
之
樂
」
が
何
を
楽
し
む
も
の
か
と
い
う
点
に
は
触
れ
て
い
な
い
。
こ

の
点
に
つ
い
て
程
顥
自
身
は
こ
の
他
の
資
料
に
お
い
て
も
言
及
し
て
い
な
い
が
、
彼

の
弟
で
あ
る
程
頤
（
一
〇
三
三
―
一
一
〇
七
）
は
、
様
々
な
機
会
に
顔
回
の
楽
し
み

の
あ
り
方
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
そ
の
一
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

顔
子
之
樂
、
非
樂

�瓢
陋
巷
也
。
不
以
貧
窶
累
其
心
而
改
其
所
樂
也
、
故
夫
子

稱
其
賢
。

顔
子
の
樂
は
、

�瓢
陋
巷
を
樂
し
む
に
非
ざ
る
な
り
。
貧
を
以
て
其
の
心
に
窶

累
さ
せ
て
其
の
樂
し
む
所
を
改
め
ざ
る
な
り
、
故
に
夫
子
は
其
の
賢
を
稱
す
。

「
論
語
解
」
雍
也
（『
河
南
程
氏
經
説
』
巻
六
『
二
程
集
』）

或
問
、
「
陋
巷
貧
賤
之
人
、
亦
有
以
自
樂
、
何
獨
顔
子
。
」
子
曰
、
「
貧
賤
而
在

陋
巷
、
俄
然
處
富
貴
、
則
失
其
本
心
者
衆
矣
。
顔
子

�瓢
由
是
、
萬
鍾
由
是
。」

或
ひ
と
問
へ
ら
く
、
「
陋
巷
貧
賤
の
人
、
ま
た
以
て
自
ら
樂
し
む
こ
と
有
り
、

何
ぞ
獨
り
顔
子
の
み
な
ら
ん
や
」
と
。
子
曰
く
、「
貧
賤
に
し
て
陋
巷
に
在
り
、

俄
然
と
し
て
富
貴
に
處
れ
ば
、
則
ち
其
の
本
心
を
失
ふ
者
衆
し
。
顔
子
は

�瓢

な
る
も
是
に
よ
り
、
萬
鍾
な
る
も
是
に
よ
る
」
と
。

（「
聖
賢
篇
」『
河
南
程
氏
粹
言
』
巻
二
『
二
程
集
』）

程
頤
は
、
顔
回
の
陋
巷
の
楽
し
み
の
対
象
は

�瓢
や
陋
巷
で
は
な
く
道
そ
の
も
の

で
あ
る
と
し
、
さ
ら
に
そ
の
楽
し
み
を
貧
富
等
の
状
況
に
よ
っ
て
も
惑
わ
さ
れ
な
い

こ
と
を
孔
子
は
称
賛
し
た
の
だ
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
先
に
見

た
司
馬
光
の
、
顔
回
の
楽
し
み
の
対
象
を
自
ら
の
分
に
甘
ん
じ
る
質
素
な
閑
居
そ
の

も
の
と
す
る
考
え
方
と
は
、
か
な
り
異
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

程
顥
・
程
頤
の
顔
回
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
関
心
に
つ
い
て
、
吾
妻
重
二
氏
は
、

師
で
あ
る

周
敦
頤
（
一
〇
一
七
―
一
〇
七
三
）
の

影
響
を

指
摘
さ
れ
て
い
る
（

3）。

顔
回
の
陋
巷
の
楽
に
つ
い
て
の
周
敦
頤
の
考
え
方
を
、『

通
書
』「

顏
子
第
二
十
三
」

（
陳

克
明

點
校

周
敦
頤
集

中
華

書
局

理
學

叢
書

一
九

九
〇
年
）
で

確
認
し

て
お
こ
う
。

顏
子
「
一

�食
、
一
瓢

飲
、
在
陋
巷
、
人
不

堪
其

憂
、
而
不
改
其
樂
。
」
夫
富

貴
、
人
所
愛
也
。
顏
子
不
愛
不
求
而
樂
乎
貧
者
、
獨
何
心
哉
？
天
地
閒
有
至
貴

湯浅陽子 顔樂亭からの眺め―北宋中期における閑居の一側面について―
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至
愛
可
求
、
而
異
乎
彼
者
、
見
其
大
、
而
忘
其
小
焉
爾
。
見
其
大
則
心
泰
、
心

泰
則
無
不
足
。
無
不
足
則
富
貴
貧
賊
處
之
一
也
。
處
之
一
則
能
化
而
齊
。
故
顏

子
亞
聖
。

顏
子
は
「
一

�食
一
瓢
飲
し
て
陋
巷
に
在
り
、
人
は
其
の
憂
ひ
に
堪
へ
ざ
る
も
、

其
の
樂
し
み
を
改
め
ず
。
」
夫
れ
富
貴
は
人
の
愛
す
る
所
な
り
。
顏
子
の
愛
さ

ず
求
め
ず
し
て
貧
し
き
に
樂
し
め
る
は
、
獨
り
何
の
心
な
る
や
。
天
地
の
閒
に

至
貴
至
愛
の
求
む
べ
き
有
り
、
而
る
に
彼
に
異
な
る
は
、
其
の
大
を
見
て
其
の

小
を
忘
る
る
の
み
。
其
の
大
を
見
れ
ば
則
ち
心
泰
く
、
心
泰
け
れ
ば
則
ち
足
ら

ざ
る
無
し
。
足
ら
ざ
る
無
け
れ
ば
則
ち
富
貴
貧
賊
之
を
一
に
處
す
る
な
り
。
之

を
一
に
處
す
れ
ば
則
ち
能
く
化
し
て
齊
し
。
故
に
顏
子
は
聖
に
亞
ぐ
。

周
敦
頤
は
こ
こ
で
、
顏
回
が
貧
し
い
生
活
を
楽
し
む
こ
と
を
改
め
る
こ
と
な
く
、

人
々
の
愛
す
る
富
貴
を
求
め
ず
に
貧
し
さ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
富
貴
と

貧
賊
（
他
本
に
「
賤
」
と
作
る
の
に
従
う
べ
き
か
。
）
の
違
い
を
ひ
と
つ
の
も
の
と

し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
た
め
で
あ
る
と
考
え
、
さ
ら
に
こ
の
よ
う
な
境
地
に
至
っ

て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
顔
回
を
聖
人
に
次
ぐ
存
在
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
考
え
方
は
、
先
に
見
た
程
頤
の
考
え
方
に
か
な
り
類
似
し
た
も
の
で
あ
る
。

顔
回
の
人
と
な
り
に
対
す
る
関
心
は
当
時
あ
る
程
度
の
範
囲
で
共
有
さ
れ
て
お
り
、

『
宋
史
』
巻
四
百
二
十
七
道
學
傳
一
（
中
華
書
局
本
）
の
程
頤
の
伝
の
冒
頭
部
分
に

は
次
の
記
述
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

程
頤
字
正
叔
。
年
十
八
、
上
書
闕
下
、
欲
天
子

�世
俗
之
論
、
以
王
道
爲
心
。

遊
太
學
、
見
胡

�問
諸
生
以
顔
子
所
好
何
學
、
頤
因
答
曰

：（
本
文
略
）

�得

其
文
、
大
驚
異
之
、
即
延
見
、
處
以
學
職
。

程
頤
字
正
叔
。
年
十
八
に
し
て
、
書
を
闕
下
に
上
り
、
天
子
の
世
俗
の
論

を

�け
、
王
道
を
以
て
心
と
爲
さ
ん
こ
と
を
欲
す
。
太
學
に
遊
び
、
胡

�の
諸

生
に
問
ふ
に
顔
子
の
好
む
所
は
何
れ
の
學
な
る
か
を
以
て
す
る
を
見
、
頤
因

り
て
答
へ
て
曰
く

：（
本
文
略
）

�

其
の
文
を
得
て
、
大
ひ
に
驚
き
て
之
を

異
と
し
、
即
ち
延
見
し
、
處
す
る
に
學
職
を
以
て
す
。

朱
熹
編
『
伊
川
先
生
年
譜
』
（
呉
洪
澤
・
尹
波
主
編

宋
人
年
譜
叢
刊
第
四
冊

四
川
大
學
出
版
社

二
〇
〇
三
年
）
に
よ
れ
ば
、
程
頤
の
太
学
遊
学
は
皇
祐
二
年

（
一
〇
五
〇
）、
十
八
歳
の
時
と
さ
れ
る
。
当
時
太
学
で
教
導
の
中
心
に
あ
っ
た
胡

�

（
九
九
三
―
一
〇
五
九
）
が
学
生
た
ち
に
考
え
さ
せ
た
問
題
が
、「
顔
子
所
好
何
學
論
」

で
あ
り
、
こ
れ
に
対
す
る
程
頤
の
解
答
を
読
ん
で
胡

�は
驚
愕
し
、
程
頤
と
の
面
談

を
経
て
、
彼
を
学
識
あ
る
人
と
し
て
遇
し
た
と
い
う
。
程
頤
「
顔
子
所
好
何
學
論
」

（『
河
南
程
氏
文
集
』
巻
八
伊
川
先
生
文
四
『
二
程
集
』）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
胡

�が
投
じ
た
問
い
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

聖
人
之
門
、
其
徒
三
千
、
獨
稱
顔
子
爲
好
學
。
夫
詩
・
書
六
藝
、
三
千
子
非
不

習
而
通
也
。
然
則
顔
子
所
獨
好
者
、
何
學
也
。

聖
人
の
門
、
其
の
徒
三
千
な
る
に
、
獨
り
顔
子
を
稱
し
て
好
學
と
爲
す
の
み
。

夫
れ
詩
・
書
六
藝
は
、
三
千
子
習
ひ
て
通
ぜ
ざ
る
に
非
ざ
る
な
り
。
然
れ
ば
則

ち
顔
子
の
獨
り
好
む
所
は
、
何
れ
の
學
な
る
や
。

こ
こ
で
胡

�は
、
孔
子
が
特
に
好
学
と

評
し
た
顔
回
は
い
か
な
る
学
問
を
好
ん
だ

の
か
と
問
う
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
程
頤
は
、
「
學
以
至
聖
人
之
道
也
。
」
（
學
び

て
以
て
聖
人
に
至
る
の
道
な
り
。
）
と
答
え
、
こ
れ
に
対
し
て
さ
ら
に
「
聖
人
可
學

而
至

歟
。
」
（
聖
人
は
學
び
て
至
る
べ
き
や
）
と
い
う
問
い
が

発
せ
ら
れ
、
「

然
。
」

（
然
り
。
）
と
い
う

返
答
の

後
、
対

話
は
「
學
之
道
」
（
学

ぶ
方

法
）
に
つ
い
て
の

議

論
に

移
っ
て
い
く
。
「
學
之
道
」
に
つ
い
て
の
程
頤
の
答
え
は
か
な
り

長
く
、
こ
こ

で
は
そ
の
内
容
に
踏
み
込
む
こ
と
は
控
え
る
が
、
彼
ら
の
議
論
が
、
顔
回
と
い
う
賢

人
を
理
想
の
存
在
と
し
て
崇
敬
す
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
境
地
に
自
ら
も
至
る
こ
と

を
可
能
と
し
て
こ
れ
を
希
求
す
る
、
宋
代
の
儒
教
の
新
し
い
発
想
に
立
つ
も
の
で
あ

る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
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こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
は
、
当
時
の
胡

�の
門
下
お
よ
び
周
敦
頤
・
程
顥
・
程
頤
と

い
っ
た
人
々
を
中
心
と
し
て
、
顔
回
の
人
と
な
り
と
学
問
の
あ
り
方
へ
の
関
心
が
高

ま
っ
て
い
た
状
況
を
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
本
稿
で
検
討
の
対
象
と
し
て
い

る
孔
宗
翰
に
よ
る
顔
回
の
旧
居
で
の
亭
の
造
営
、
さ
ら
に
そ
の
亭
に
「
顔
樂
」
と
名

付
け
、
顔
回
の
楽
し
み
の
対
象
を
め
ぐ
っ
て
の
検
討
は
、
こ
の
よ
う
な
儒
教
の
思
考

の
活
発
化
と
柔
軟
化
を
背
景
と
し
て
い
る
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

三
北
宋
中
期
か
ら
後
期
及
び
南
宋
期
に
お
け
る
顔
回
の
位
置
づ
け

顔
回
と
そ
の
楽
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
よ
り
自
由
な
視
線
や
発
想
は
、
こ
の
「
顔

樂
亭
」
を
め
ぐ
る
応
酬
以
外
に
も
、
北
宋
中
期
か
ら
後
期
及
び
南
宋
期
に
か
け
て
の

様
々
な
詩
文
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
最
後
に
本
章
で
は
、
そ
れ
ら
の
作
品
か
ら
当

時
に
お
け
る
顔
回
と
そ
の
閑
居
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

既
に
見
た
「
顔
樂
亭
」
を
め
ぐ
る
応
酬
に
登
場
し
た
司
馬
光
や
程
頤
と
同
じ
北
宋

中
期
に
顔
回
の
楽
し
み
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
人
物
に
、
彼
ら
と
近
し
い
関
係
に

あ
っ
た
歐
陽
脩
（
一
〇
〇
七
―
一
〇
七
二
）
が
あ
る
。
歐
陽
脩
の
別
集
で
あ
る
『
居

士
集
』
巻
一
（
四
部
叢
刊
本
）
の
冒
頭
に
は
、
顔
回
と
『
荘
子
』
に
登
場
す
る
大
泥

棒
で
あ
る
盗
跖
と
の
生
前
の
生
活
と
没
後
の
評
価
に
つ
い
て
検
討
す
る
「
顔
跖
」
詩

が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
四
部
叢
刊
本
は
こ
の
詩
の
制
作
年
を
限
定
し
て
い
な
い
が
、

続
い
て
配
さ
れ
る
詩
が
比
較
的
若
年
の
仁
宗
明
道
（
一
〇
三
二
―
一
〇
三
三
）
・
景

祐
（
一
〇
三
四
―
一
〇
三
八
）
年
間
の
作
と
さ
れ
て
お
り
、
早
期
の
作
品
と
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
が
、
別
集
『
居
士
集
』
全
体
の
冒
頭
に
こ
の
作
品
が
掲
げ
ら
れ
て
い

る
こ
と
に
は
、
当
時
の
顔
回
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
を
読
み
取
る
こ
と
も
可
能
か
も

し
れ
な
い
。

こ
の
作
品
は
五
言
十
三
韻
か
ら
な
る
長
編
で
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
全
体
を
引
い

て
の
検
討
は
避
け
る
が
、
そ
の
冒
頭
部
分
で
は
、
『
荘
子
』
等
に
見
え
る
大
盗
賊
の

盗
跖
が
長
寿
を
得
、
仁
者
で
あ
る
顔
回
が
夭
折
し
た
こ
と
を
述
べ
て
天
の
不
公
平
さ

を
歎
き
、
そ
の
後
に
盗
跖
を
永
遠
に
戮
せ
ら
れ
筆
誅
を
加
え
ら
れ
る
べ
き
「
一
腐
鼠
」

と
し
て
批
判
し
、
続
い
て
顔
回
を
こ
の
よ
う
に
評
し
て
い
る
。

顔
子
聖
人
徒

顔
子
は
聖
人
の
徒
に
し
て

生
知
自
誠
明

生
知
自
ら
誠
明
な
り

惟
其
生
之
樂

惟
ふ
に
其
の
生
の
樂
は

豈
減
跖
所
榮

豈
に
跖
の
榮
と
す
る
所
に
減
ぜ
ん
や

聖
人
の
一
種
で
あ
り
生
得
の
知
性
を
有
し
て
誠
明
で
あ
っ
た
顔
回
の
生
前
の
楽
し

み
は
、
盗
跖
が
栄
誉
と
し
た
も
の
に
ひ
け
を
と
る
も
の
で
は
な
い
、
と
歐
陽
脩
は
考

え
て
い
る
。
こ
こ
で
歐
陽
脩
が
顔
回
の
行
動
だ
け
で
は
な
く
そ
の
楽
し
み
に
ま
で
着

目
し
て
い
る
点
に
は
、
す
で
に
見
た
「
顔
樂
亭
」
を
め
ぐ
る
詩
文
の
発
想
と
の
類
似

を
指
摘
す
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
こ
こ
で
の
顔
回
評
は
、
彼
が
何
を
楽

し
み
と
し
て
い
た
の
か
と
い
う
点
に
ま
で
は
踏
み
込
ん
で
い
な
い
。

死
也
至
今
在

死
す
る
や

今
に
至
り
て
在
り

光
輝
如
日
星

光
輝

日
星
の
如
し

譬
如
埋
金
玉

譬
へ
ば
金
玉
を
埋
む
る
が
如
く

不
耗
精
與
英

精
と
英
と
を
耗
せ
ず

生
死
得
失
間

生
死
得
失
の
間

較
量
誰
重
輕

較
べ
量
る
に
誰
か
重
輕
せ
ん

善
惡
理
如
此

善
惡

理
此
の
如
し

毋
尤
天
不
平

天
の
平
ら
か
な
ら
ざ
る
を
尤
む
る
毋
か
れ

詩
の
末
尾
で
は
、
顔
回
が
死
後
に
お
い
て
も
高
い
評
価
を
得
つ
づ
け
て
日
月
の
よ

う
に
輝
き
、
金
玉
の
よ
う
に
そ
の
優
れ
た
点
を
損
な
う
こ
と
が
な
い
と
述
べ
、
死
後

ま
で
を
含
め
た
広
い
視
点
で
見
る
と
「
善
惡
」
の
「
理
」
に
か
な
う
の
だ
と
考
え
て
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い
る
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
歐
陽
脩
は
こ
の
詩
に
お
い
て
顔
回
の
生
前
の
清
貧
の
楽
に

言
及
し
て
は
い
る
が
、
後
世
の
高
い
評
価
が
そ
の
清
貧
の
苦
労
を
補
う
と
し
お
り
、

生
前
の
清
貧
生
活
そ
の
も
の
の
「
楽
」
し
さ
を
肯
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

歐
陽
脩
は
ま
た
『
集
古
録
跋
尾
』
の
な
か
で
も
顔
回
の
清
貧
生
活
に
言
及
し
て
い

る
。
『
集
古
録
跋
尾
』
巻
三
（
四
部
叢
刊
本
）
所
収
の
、
末
尾
に
治
平
元
年
（
一
〇

六
四
）
四
月
晦
日
の
日
付
を
持
つ
「
後
漢
郎
中
王
君
碑
」
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

顔
回
高
臥
於
陋
巷
、
而
名
與
舜
・
禹
同
榮
、
是
豈
有
託
於
物
而
後
傳
邪
。
豈
有

爲
於
事
而
後
著
耶
。
故
曰
、
久
而
無
弊
者
道
、
隱
而
終
顯
者
誠
、
此
君
子
之
所

貴
也
。

顔
回
陋
巷
に
高
臥
す
、
而
る
に
名
は
舜
・
禹
と
與
に
同
じ
く
榮
ふ
、
是
れ
豈

に
物
に
託
し
て
後
に
傳
ふ
る
こ
と
有
ら
ん
や
。
豈
に
事
に
於
い
て
爲
し
て
後
に

著
す
こ
と
有
ら
ん
や
。
故
に
曰
く
、
久
し
く
し
て
弊
す
る
こ
と
無
き
者
は
道
、

隱
れ
て
終
に
顯
は
る
る
者
は
誠
、
此
れ
君
子
の
貴
ぶ
所
な
り
。

こ
こ
で
は
、
顔
回
は
物
事
に
託
し
て
後
世
に
伝
え
た
り
名
を
残
そ
う
と
し
た
り
し

な
か
っ
た
か
ら
こ
そ
、
没
後
に
そ
の
名
が
舜
や
禹
と
並
称
さ
れ
る
存
在
と
な
り
得
た

と
述
べ
、
有
限
の
存
在
で
あ
る
形
あ
る
物
に
託
し
て
後
世
に
伝
え
よ
う
と
す
る
こ
と

を
批
判
し
て
い
る
。
「
一

�食
、
一
瓢
飲
」
と
い
う
限
ら
れ
た
粗
末
な
も
の
に
満
足

す
る
こ
と
は
、
こ
こ
で
は
物
に
固
執
し
な
い
態
度
の
表
れ
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。

で
は
、
彼
ら
以
降
の
世
代
に
お
い
て
、
顔
回
と
そ
の
楽
し
み
は
ど
の
よ
う
に
描
か

れ
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。
黄
庭
堅
（
一
〇
四
五
―
一
一
〇
五
）
「
寫
真
自
贊
五
首
」

（『
宋
黄
文
節
公
全
集
』
正
集
巻
二
十
二
劉
琳
・
李
勇
先
・
王
蓉
貴
校
點
黄
庭
堅

全
集
四
川
大
學
出
版
社
二
〇
〇
一
年
）
は
、
序
の
記
す
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
秦

觀
の
所
蔵
し
て
い
た
李
伯
時
作
の
王
維
像
が
黄
庭
堅
に
よ
く
似
て
い
た
こ
と
に
際
し

て
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
贊
の
其
一
で
は
、
次
の
よ
う
に
『
論
語
』
「
雍
也
」

を
踏
ま
え
て
顔
回
の
楽
に
言
及
し
て
い
る
。

飲
不
過
一
瓢
、
食
不
過
一

�、
田
夫
亦
不
改
其
樂
、
而
夫
子
不
謂
之
能
賢
、
何

也
。
顔
淵
當
首
出
萬
物
、
而
奉
以
四
海
九
州
、
而
享
之
若
是
、
故
曰
、
「
人
不

堪
其
憂
。」

飲
み
て
は
一
瓢
を
過
ぐ
さ
ず
、
食
ら
ひ
て
は
一

�を
過
ぐ
さ
ず
、
田
夫
は
亦
其

の
樂
を
改
め
ず
、
而
る
に
夫
子
の
之
を
能
く
賢
た
り
と
謂
は
ざ
る
は
、
何
ぞ
や
。

顔
淵
は
當
に
萬
物
に
首
出
し
、
奉
る
に
四
海
九
州
を
以
て
す
べ
し
、
而
る
に
之

を
享
く
る
こ
と
是
く
の
若
し
、
故
に
曰
く
、「
人
は
其
の
憂
ひ
に
堪
へ
ず
」
と
。

黄
庭
堅
は
こ
こ
で
顔
回
に
つ
い
て
、
本
来
な
ら
ば
四
海
九
州
（
全
世
界
）
が
奉
ら

れ
る
べ
き
人
物
で
あ
る
の
に
、
現
実
に
は
貧
し
い
生
活
を
送
っ
て
お
り
、
普
通
の
人

な
ら
そ
の
愁
い
に
堪
え
ら
れ
な
い
と
記
し
て
い
る
が
、
顔
回
自
身
の
楽
し
み
の
対
象

に
つ
い
て
は
、
特
に
言
及
し
て
い
な
い
。

南
宋

期
の
王
十

朋
（
一
一
一
二
―
一
一

七
一
）
「

至
樂

齋
賦
」
並

引
（

梅
溪
集

重

刊
委
員
會
編
『
王
十
朋
全
集
』
文
集
巻
六

上
海
古
籍
出
版
社
一
九
九
八
年
）
で

は
、
こ
の
問
題
を
め
ぐ
る
思
考
に
変
化
が
表
れ
る
。
こ
こ
で
は
ま
ず
引
で
「
至
樂
齋
」

と
い
う
名
が
歐
陽
脩
の
「
至
哉
天
下
樂
、
終
日
在
書
案
。」（

至
れ
る
か
な
天
下
の
樂
、

終
日

書
案
に
在
り
。
）
と
い
う
詩

句
（
「

讀
書
」
詩
『

居
士
集
』
巻
九

四
部
叢

刊
本
「
書
」
作
「
几
」。）
に
因
む
も
の
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
、
そ
の
上
で
賦
の
本

文
で
こ
の
書
斎
を
訪
れ
た
「
客
」
と
「
予
」
と
の
対
話
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
賦
の
全
文
を
引
用
し
て
検
討
す
る
こ
と
は
控
え
る
が
、
こ
こ
で
「
客
」

は
、「

予
」
に
対
し
て
「
子
知
天
下
之
樂

乎
。」（
子
は
天
下
の
樂
を
知
る
か
。）
と
問

い
か
け
、
さ
ら
に
こ
の
「
樂
」
に
つ
い
て
、
「

散
於
事
物
之
萬

端
、

會
於

窮
達
之

兩

途
、
然
皆
有
窮
焉
。」（
事
物
の
萬
端
に
散
じ
、
窮
達
の
兩
途
に
會
す
、
然
る
に
皆
窮

す
る
有
り
。）、
つ
ま
り
、
あ
ら
ゆ
る
存
在
に
普
遍
的
で
あ
り
、
困
窮
と
栄
達
の
二
つ

の
道
に
適
う
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
行
き
詰
ま
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
と
言
う
。
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「
客
」
は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
さ
ら
に
説
明
を
続
け
る
。
そ
も
そ
も
出
仕
し
て
官

僚
と
し
て
生
き
る
こ
と
と
、
あ
え
て
そ
れ
か
ら
離
れ
て
自
由
な
隠
逸
者
と
し
て
生
き

る
こ
と
と
の
対
比
は
、
中
国
の
士
大
夫
た
ち
が
抱
く
二
つ
の
価
値
観
を
反
映
し
た
伝

統
的
な
も
の
で
あ
り
、
言
う
ま
で
も
な
く
「
客
」
の
発
想
は
こ
れ
を
踏
ま
え
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
こ
で
の
「
客
」
の
視
点
の
斬
新
さ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
き
方
に
お
い
て

時
に
行
き
詰
ま
る
こ
と
が
あ
り
、
朝
廷
の
士
が
あ
る
日
小
舟
に
乗
っ
て
山
水
の
中
に

去
り
、
山
林
の
隠
逸
者
が
突
然
姿
を
消
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
と
述
べ
、
人
の
心

の
あ
り
よ
う
が
従
来
の
伝
統
的
な
価
値
観
だ
け
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
、
も
っ
と
複

雑
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
「
客
」
の
考
え
に
対
し
て
、「
予
」
は
次
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。

予
曰
、
「
子
之
言
、
皆
外
物
之
樂
也
。
樂
故
有
窮
、
烏
知
天
下
有
所
謂
無
窮
之

至
樂
哉
。
一

�食
、
一
瓢
飲
、
顔
回
之
樂
也
。
宅
一

�、
田
一
區
、
揚
雄
之
樂

也
。
是
固
無
心
於
軒
冕
、
亦
不
放
志
於
山
林
、
得
乎
内
而
樂
乎
道
也
。
吾
今
游

心
於
一
齋
之
内
、
適
意
乎
黄
巻
之
中
、
師
顔
回
、
友
揚
雄
、
遊
於
斯
、
息
於
斯
、

天
下
之
至
樂
也
、
又
烏
得
而
能
窮
。」

予
曰
く
、
「
子
の
言
ふ
と
こ
ろ
は
、
皆
外
物
の
樂
な
り
。
樂
に
は
故
よ
り
窮
す

る
有
り
、
烏
く
ん
ぞ
天
下
に
所
謂
無
窮
の
至
樂
有
る
こ
と
を
知
ら
ん
や
。
一

�

食
、
一
瓢
飲
は
、
顔
回
の
樂
也
。
宅
一

�、
田
一
區
は
、
揚
雄
の
樂
な
り
。
是

固
よ
り
軒
冕
に
於
い
て
心
無
く
、
亦
志
を
山
林
に
於
い
て
放
た
ず
、
内
に
得

て
道
を
樂
し
め
る
な
り
。
吾
の
今
心
を
一
齋
の
内
に
於
い
て
游
ば
せ
、
意
を

黄
巻
の
中
に
於
い
て
適
に
し
、
顔
回
を
師
と
し
、
揚
雄
を
友
と
し
、
斯
に
遊
び
、

斯
に
息
す
る
は
、
天
下
の
至
樂
な
り
、
又
烏
ん
ぞ
得
て
能
く
窮
ま
ら
ん
」
と
。

こ
こ
で
「
予
」
は
、
「
客
」
の
挙
げ
た
「
樂
」
を
す
べ
て
外
物
に
依
存
し
た
も
の

で
あ
る
と
断
じ
、
従
来
の
栄
達
の
「
樂
」
と
隠
逸
の
「
樂
」
の
二
つ
の
道
で
割
り
切

る
こ
と
の
で
き
な
い
、
複
雑
な
心
の
あ
り
よ
う
に
対
応
で
き
る
可
能
性
を
持
つ
も
の

と
し
て
、
「
至
樂
」
を
提
示
す
る
。
さ
ら
に
そ
の
「
至
樂
」
の
例
と
し
て
、
顔
回
の

「
一

�食
、
一
瓢
飲
」
の
楽
と
揚
雄
の
「
一

�の
家
に
住
み
、
一
區
の
農
地
を
耕
す
」

の
楽
を
挙
げ
、
さ
ら
に
「
至
樂
」
の
特
色
を
、
内
面
で
会
得
し
て
道
を
楽
し
む
こ
と

と
述
べ
て
い
る
。
末
尾
で
は
自
分
が
「
至
樂
」
を
実
践
す
る
様
子
と
し
て
、
心
を
ひ

と
つ
の
書
齋
の
な
か
で
自
由
に
遊
ば
せ
、
書
物
の
中
で
快
適
な
思
い
に
な
り
、
顔
回

を
師
と
し
、
揚
雄
を
友
と
し
、
こ
こ
で
遊
び
、
こ
こ
で
憩
う
こ
と
と
を
挙
げ
、
こ
れ

を
行
き
詰
ま
る
こ
と
の
な
い
新
た
な
楽
の
方
法
と
し
て
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ

の
書
斎
の
名
の
も
と
づ
く
と
こ
ろ
で
あ
る
歐
陽
脩
の
詩
句
の
表
現
し
て
い
る
楽
こ
そ
、

「
至
樂
」
で
あ
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
顔
回
ら
の
楽
し
み
の
あ
り
方
が
、

北
宋
の
歐
陽
脩
の
知
的
な
楽
し
み
の
あ
り
方
と
重
ね
合
わ
せ
て
理
解
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
「
至
樂
齋
」
と
い
う
名
の
も
と
づ
く
と
こ
ろ
と
さ
れ
る
、
歐
陽
脩
の
「
讀

書
」
詩
（
『
居
士
集
』
巻
九
）
の
内
容
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
四

部
叢

刊
本
の

繋
年

に
よ
れ
ば
嘉
祐
年
間
（
一
〇
五
六
―
一
〇
六
三
）
の
作
と
さ
れ
る
こ
の
詩
で
は
、
こ

の
「
至
哉
天
下
樂
、
終
日
在
几
案
。」
と
い
う
句
の
後
、
自
ら
の
半
生
を
振
り
返
り
、

若
年
の
頃
に
貧
し
さ
か
ら
抜
け
出
す
た
め
に
学
問
に
励
ん
だ
こ
と
、
そ
の
後
栄
達
を

遂
げ
多
忙
な
日
々
を
送
っ
た
が
、
今
よ
う
や
く
読
書
す
る
余
裕
が
で
き
た
こ
と
を
つ

づ
り
、
さ
ら
に
「
乃
知
讀
書
勤
、
其
樂
固
無
限
。」（

乃
ち
知
る
讀
書
の
勤
な
る
は
、

其
の
樂

固
よ
り

限
り
無
し
と
。
）
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
歐
陽
脩
が
こ
こ
で

言
う
「
至
樂
」
は
読
書
の
楽
し
み
を
言
う
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
歐
陽
脩
の
こ
の
詩
が
顔
回
に
特
に
言
及
し
て
い
な
い
こ
と
に
も
注
意
し
て

お
き
た
い
。

先
に

見
た
よ
う
に
、
歐
陽
脩
は
「
顔

跖
」
詩
や
『
集

古
録

跋
尾
』
「

後

漢
郎
中
王
君
碑
」
で
、
顔
回
の
生
前
の
清

貧
生
活
に
つ
い
て
不
幸
な
状
態
と
し
て
い

て
も
、
「
至
樂
」
で
あ
っ
た
と
は
言
っ
て
い
な
い
。

王
十

朋
が
こ
の
「
至
樂
齋
」
に

寄
せ
た
文
章
の
な
か
で
、
歐
陽
脩
の
詩
句
の
「
至
樂
」
と
い
う
表
現
を
踏
ま
え
て
顔
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回
が
清
貧
生
活
の
な
か
で
感
じ
る
楽
し
み
を
指
す
も
の
と
し
て
使
用
し
て
い
る
の
は
、

む
し
ろ
歐
陽
脩
の
本
来
の
用
法
か
ら
は
逸
脱
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

既
に
見
た
よ
う
に
、
顔
回
が
自
ら
の
日
常
の
生
活
の
中
で
何
に
楽
し
み
を
見
出
し

て
い
た
の
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
た
の
は
、
歐
陽
脩
で
は
な
く
、
本

稿
で
既
に
見
て
き
た
顔
樂
亭
に
寄
せ
ら
れ
た
司
馬
光
・
蘇
軾
等
の
詩
文
で
あ
り
、
ま

た
彼
ら
の
周
囲
に
存
在
し
た
胡

�や
周
敦
頤
・
程
頤
と
い
っ
た
人
々
の
思
考
で
あ
っ

た
。
「
至
樂
」
の
語
は
、
蘇
軾
「
顔
樂
亭
詩
」
中
に
、
彼
の
求
め
る
至
高
の
楽
の
意

で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
王
十
朋
の
発
想
は
、
こ
れ
ら
の
人
々
の
思
考

全
体
を
基
盤
と
し
て
生
ま
れ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。南
宋
期
に
、「
至
樂
」
と
名
付
け
た
建
物
に
関
わ
っ
て
制
作
さ
れ
た
文
章
と
し
て
、

も
う
ひ
と
つ
陸
游
（
一
一
二
五
―
一
二
一
〇
）
の
「
跋
傅
正
議
至
樂
菴
記
」（『
渭
南

文
集
』
巻
二
十
七

四
部
叢
刊
本
）
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、
傅
佇

（
一
〇
八
四
―
一
一
五
一
）
が
制
作
し
た
「
至
樂
菴
記
」
に
寄
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
。
傅
佇
は
、
陸
游
の
「
傅
正
議
墓
誌
銘
」（『
渭
南
文
集
』
巻
三
十
三
）
に
よ
れ
ば
、

官
職
は
南
劍
州
通
判
に
至
り
、
没
後
に
正
議
大
夫
を
贈
ら
れ
た
と
い
い
、
高
位
に
ま

で
栄
達
し
た
人
で
は
な
い
。

こ
の
跋
の
冒
頭
で
は
、
ま
ず
、
後
漢
の
馬
援
（
伏
波
將
軍
）
・
班
超
（
定
遠
公
）

を
例
に
挙
げ
、
高
位
に
昇
り
富
貴
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
故
郷
か
ら
遠
く
離
れ
た
場
所

で
生
涯
の
う
ち
の
長
い
期
間
を
過
ご
し
た
り
、
禍
や
誅
伐
に
怯
え
た
り
し
て
生
き
る

こ
と
に
な
る
の
だ
か
ら
、
「
富
貴
果
不
如
貧
賤
之
樂
耶
。
」
（
富
貴
は
果
た
し
て
貧
賤

の
樂
に
如
か
ざ
る
か
。
）
富
貴
は
貧
賤
の
楽
し
さ
に
及
ば
な
い
の
で
は
な
い
か
と
問

う
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
は
、
「
此
自
富
貴
者
言
之
耳
。
」
（
此
れ
自
ら
富
貴
な
る
者
の
之
を

言
ふ
の
み
。）
と
い
う
答
え
が
返
さ
れ
、
さ
ら
に
、「
貧
賤
之
士
、
仕
則
無
路
、
處
則

無
食
、
自
非
有
道
君
子
、
其
憂
又
有
甚
者
矣
。」（
貧
賤
の
士
、
仕
へ
れ
ば
則
ち
路
無

く
、
處
れ
ば
則
ち
食
無
く
、
自
ら
有
道
の
君
子
に
非
ざ
れ
ば
、
其
の
憂
ひ
は
又
甚
だ

し
き
者
あ
り
。
）
と
、
栄
達
の
見
込
み
も
無
く
食
べ
物
に
も
事
欠
く
よ
う
な
状
態
に

あ
る
者
に
お
い
て
は
、
「
有
道
君
子
」
で
も
な
け
れ
ば
甚
だ
し
い
憂
い
に
沈
む
こ
と

に
な
る
と
述
べ
る
。

こ
れ
を
受
け
、
「
貧
賤
之
士
」
の
例
と
し
て
「
正
議
傅
公
」
傅
佇
の
不

遇
の
生

平

を
示
し
、
さ
ら
に
彼
の
「
至
樂
庵
記
」
に
次
の
よ
う
に
言
及
す
る
。

及
讀
所
作
「
至
樂
菴
記
」
、
自
道
其

胸
中

恢
踈

磊
落
、
所

以
樂

而
忘
憂
者
、
文

辭
辯
麗
動
人
、
有
列
禦
寇
・
荘
周
之
遺
風
、
然
後
知
公
蓋
有
道
者
。

作
る
所
の
「
至
樂
菴
記
」
を
讀
む
に
及
ぶ
に
、
自
ら
其
の
胸
中
を
道
ふ
こ
と
恢

踈
磊
落
た
り
、
樂
し
み
て
憂
ひ
を
忘
る
る
所
以
の
者
は
、
文
辭

辯
麗
に
し
て

人
を
動
か
し
、
列
禦
寇
・
荘
周
の
遺
風
有
り
、
然
る
後
に
公
の
蓋
し
有
道
者
な

る
を
知
れ
り
。

傅
佇
の
「
至
樂
菴
記
」
は
そ
の
胸
中
を
こ
だ
わ
り
な
く
表
現
し
て
い
る
。
彼
が
楽

し
ん
で
憂
い
を
忘
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
そ
の
文
章
表
現
が
雄
弁
さ
と
華
麗
さ
と
で

人
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
、
そ
こ
に
列
子
・
荘
子
の
遺
風
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る

と
陸
游
は
述
べ
て
い
る
。
傅
佇
は
、
「
貧
賤
之
士
」
で
は
あ
っ
て
も
「
有
道
者
」
で

あ
る
た
め
憂
い
に
沈
む
こ
と
が
な
い
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
跋
の
末
尾
に
は
、「

或
」（
あ
る
人
）
と
「
予
」
と
の
次
の
よ
う
な
短
い
問
答

が
置
か
れ
て
い
る
。

或
曰
、「
使
天
以
富
貴
易
公
之
樂
、
公
其
許
之
乎
。」

予
曰
、「
公
所
以
處
貧
者
、

則
其
所
以
處
富
貴
也
。
顔
回
之

�瓢
、
周
公
之
袞
繍
、
一
也
。
觀
斯
文
者
、
盍

以
是
求
之
。」

或
曰
く
、
「

天
を
し
て
富
貴
を

以
て
公
の
樂
に

易
へ
し
む
れ
ば
、
公
は
其
れ
之

を
許
す
か
」
と
。

予
曰
く
、
「
公
の
貧
に
處
す
所

以
は
、
則
ち
其
の
富
貴
に
處
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す
所
以
な
り
。
顔
回
の

�瓢
、
周
公
の
袞
繍
は
、
一
な
り
。
斯
文
を
觀
る
者
は
、

盍
ぞ
是
を
以
て
之
を
求
め
ん
」
と
。

こ
の
跋
で
は
、
「
貧
賤
之
士
」
で
は
あ
っ
て
も
「
有
道
者
」
で
あ
る
た
め
憂
い
に

沈
む
こ
と
が
な
い
傅
佇
が
、
彼
の
「
至
樂
」
を
記
し
た
文
章
が
「
至
樂
庵
記
」
で
あ

る
と
し
て
き
た
。
こ
こ
で
は
さ
ら
に
「
天
が
富
貴
で
そ
の
楽
し
み
に
代
え
さ
せ
た
な

ら
、
彼
は
こ
れ
を
承
諾
す
る
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
問
い
を
設
け
、
傅
佇
の
「
至
樂
」

の
あ
り
方
を
検
証
し
て
い
る
。

最
後
の
「
予
」
の
答
え
に
注
目
し
た
い
。
「
予
」
は
、
「
斯
文
」
（
儒
教
の
学
問
・

道
）
を
「
觀
る
者
」
た
る
傅
佇
に
と
っ
て
は
貧
し
い
生
活
と
富
貴
な
生
活
に
違
い
は

な
い
と
述
べ
て
い
る
。
大
切
な
の
は
根
本
に
あ
る
精
神
や
道
を
会
得
し
て
い
る
こ
と

で
あ
り
、
現
象
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
種
々
の
状
況
は
、
も
は
や
問
題
で
は
な
い
の
だ
。

こ
こ
で
貧
し
い
生
活
と
富
貴
な
生
活
の
、
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
示
さ
れ
て
い

る
の
が
、
顔
回
の

�瓢
と
周
公
の
袞
繍
（
龍
の
刺
繍
を
し
た
天
子
の
衣
）
で
あ
る
こ

と
に
注
意
し
た
い
。
こ
こ
に
は
、
北
宋
中
期
の
人
々
に
よ
っ
て
様
々
に
検
討
さ
れ
て

い
た
「
顔
樂
」
が
、
南
宋
期
に
は
「
至
樂
」
へ
と
止
揚
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
状
況

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
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